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Research Abstract テトラサイクリンの中⽌により時期特異的に、⼩脳プルキンエ細胞に限局し、異常伸⻑したCAGリピートをもつ脊髄⼩脳変性症(SCA)遺伝⼦を発現するモデル
マウスの作出を⽬的とした。 
この部位時期特異的遺伝⼦発現マウスの作出には以下の2種類のトランスジェニック(Tg)マウスを作出し、それらをかけ合わせる必要がある。 
1)L7-rtTA 
プルキンエ細胞特異的プロモーターL7制御下で、リバーステトラサイクリントランスアクチベーター(rtTA)遺伝⼦を発現するTgマウス。 
2)tet0-Ataxin-1[Q76]-IRES-GFP 
(1)に関しては、すぐれた2ラインのTgマウスを得ている。これらマウスの⼩脳⽪質にtetoプロモーター制御下でGFPを発現するレンチウイルスベクターを接種
し、DOXを2週間与えたところ、プルキンエ細胞特異的なGFPの発現が観察された。 
(2)に関しては、コンストラクトを作出、外注にて受精卵にインジェクションし産仔を得たが、1ラインも⽬的のものが得られなかった。そこで再びコンストラ
クトを作出しなおして現在外注に出しているところである。 
これ以外にL7プロモーター制御下でSCA type1遺伝⼦を発現するTgマウスを作出した。
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2006[Journal Article] In vivo transduction of murine cerebellar Purkinje cells by HIV-derived lentiviral vectors 

2006[Journal Article] Exposure of lentiviral vectors to subneutral pH shifts the tropism from Purkinje cell to Bergmann glia 
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